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【協会けんぽ新潟支部加入者のリスク保有者と血圧リスク】
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9/1『にいがたＳＴＯＰ高血圧プロジェクト』スタート

協会けんぽ新潟支部では、新潟県、新潟県脳卒中・心臓
病等総合支援センター(にいがた脳心センター)、新潟県医
師会、新潟大学大学院生活習慣病予防・健診医学講座、明
治安田と連携して、『にいがたＳＴＯＰ高血圧プロジェク
ト』をスタートしました。

このプロジェクトを進めることにより、従来は協会けん
ぽ加入者にしかアプローチできなかった、高血圧対策の
「普及啓発」や「予防」の取り組みを、県全体の取り組み
へ広げられること、また、「治療」の分野では、新潟県医
師会やにいがた脳心センターから医療従事者に働きかけが
できるようになったことは、非常に大きな一歩です。

新潟県全体の取り組みとして、ぜひ
高血圧を防ぐための取り組みに、ご理
解・ご協力をお願いいたします！
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・令和６年度から運輸局や運輸関連団体と継続的に連携してきたことで、取り組みへの理解と共有が深まり、
社内での血圧計購入補助事業の検討など、各関係者が主体的・具体的に取り組む姿勢が見られ、血圧測定
習慣化につながる動きが期待できる。

・にいがたSTOP高血圧プロジェクトの立ち上げについて、保険者ではアプローチしづらい「治療」（医療従事者

の教育・意識改革）の分野を、県医師会やにいがた脳心センターに役割を担ってもらえることは、目標達成に近
づく大きな成果。また、新潟県や明治安田生命との連携は、アプローチする対象者や手法の視点で幅が大きく
広がる。

・令和７年度９月末現在、にいがた健康経営宣言エントリー事業所数2,079事業所であり、更なる健康経営の普
及推進が必要である。

これまでの取組に対する評価

・現在の取り組みの連携は職域が中心となっているが、県や医師会・経済団体・産保センター等から、地域（振
興局・自治体）にも取り組みを広げていくことで、循環器病による死亡率低下を目指していく必要がある。

・これまで重点的に取り組んできた運輸業に加え、健康課題の多い建設業へ新たにアプローチをしていく。

これまでの取組に対する評価を踏まえ改善（強化）する点

今後、どのように取り組むことで、現役（働き）世代が血圧により関心を持ち、血圧測定
の習慣化に繋がるかご意見をいただきたいと思います。
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◎高速道路SA・PAのデジタルサイネージ広告（9～11月）
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◎加入事業所（4万社）向けの広報
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◎各関係者の発表
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